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岩手県における「カケヤモチ」の栽培法
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1　は　じ　め　に

岩手県では，平成元年度に，県中」ヒ郡を適応地帯として，

従来の「わせとらもち」に替えて，「カグヤモチ」（lH系統

名ふ系稲147号）を奨励品種に採用した。「わせとらもち」

は耐冷性に優れ．栽培しやすい反軋もち質にやや難があっ

たが，「カグヤモチ」はもち質・品質に優れ，多収性を有

しており，また耐冷性も強く安定していることから，今後，

「わせとらもち」に替わって栽培面積の拡人が見込まれて

おり，栽培法の確立が急がれていた。そこで．それまでの

試験結果を掛こ，「カグヤモチ」の良質安定生産のための

期待生育星及び施肥法，刈取適期をL体とした栽培はを明

らかにしたので報告する。

2　試　験　方　法

（1）試験年次及び試験場所

1）奨励品種決定調査

1987年～1989年；岩手農試本場・県北分場，現地組場

2）栽培特性試験

1989年～1990年；岩手農試本場・県北分場

（2）目標収量水準；600kg／10a

3　試験結果及び考察

「カグヤモチ」の撼数と収姐の関係は，冷害年を除いて，

d当り穂数が430本～480本で収軌は概ね600kg／10aが確

保された（図1）。籾数との関係をみると，低収事例で籾

数データがないため明確な傾向が認め難いが，ポ当り籾数

3万4千一3万9千粒で安定的に600kg／10a以Lとなっ

た（図2）。穂数，籾数とも，多肥条件で多くなったが，

登熟歩合が低下し，大きく増収に結びついておらず，品質

も低下する傾向があった。穂数と籾数のl凋係は，棟数430

本～480本でポ当り籾数3万4千～3万9千粒を確保する

ことが十分可能であった（図3）。籾数と豊熟歩合の関係

は，多肥条件を除いて，ポ当り籾数3万9千拉指圧までは

豊熟歩合が概ね80％確保された（図4）。他に・植籾致．

梓長，千拉垂と収星の関係等も併せて検討し．「カグヤモ

チ」の収拉水準600kg／1Paを得るための期待性百出を表
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表1収虫水準600kg／10aを得るための期待／iミ再出

相に 抵 数

（cm ） （本／ポ

72～77
430－

480

1のように整理した。

次に，施肥はについてであるが，基肥の施用星，追肥の

時期及び施用員を糾合せて実施した栽培特性試験の結果の

・部を図5に示した。饉肥は，標肥条件で，十分棟数・籾

数が確保され，収堕ははば600kg／10a以Lとなり，「わせ

とらもち」より多収となった。多肥条件では，穂数・籾数

が増加して多収傾向となったが，登熟歩合・千粒垂が低■卜

し，品質もやや劣ることが認められた。追肥については，

幼穂形成期追肥は，・機械数の確保に効果がみられ，また，

減数分裂斯追肥により千拉垂はやや増加する傾向にあった。

以I二‥良質安定生藤のための「カグヤモチ」の施肥法は，

施肥法と収兢・収量構成要素の関係からみて，基肥は，

「わせとらもち」並の零素成分坦6～8kg／10aが適当で

あり，追肥は，一一一棟籾数がやや少ない占占秤であるので，軌

穂形成期重点（琴東成分包2kg／10a程度）として，籾数

の確保を図ることが石▲効であると考えられた。

刈取適期については．刈取時期別品質調査（図6）に示

すとおり，登熟積算温度（平均気温）950℃程度で整柁歩

合はほぼ80％に通した。他に被害粒の発生状軋刈取指標

についても併せて検討した結果，「カグヤモチ」の刈取適

期は，登典杭算温度で950－1，050℃の矧札刈取指標でみ

ると黄化籾割合80％，枝梗黄化割合70％程度からと考えら

れた。

4　ま　と　め

岩手県巾」ヒ部の新しい犠品樺である「ヵグヤモチ」につ

いて．収星水準600kg／10aを得るための期は1滴星を策

定するとともに．栽培法については，施肥法と刈取適期に

ついて明らかにし∴平成2咋度指導上の参考事項として普

及に移した。
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